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Zamboni 液を 150~200~潅流後 眼球を取り出し同固定液にて 4 0C下で10~15時間，後同定，その
後， 30% ショ糖・ O.lM リン酸バッファーにて24~48時間浸漬した。クリオスタットで、10~15μmの連
続切片を作成した。ペプタイド含有構造の証明には Coons らの間接免疫蛍光法を用いた。半数の切片
は Somatostation ， Leu-Enkephalin , Met-Enkephalin , Neurotensin , Vasoactive intestinal 
polypeptide (VIP) , Substance P (SP) , Glucagon , Luteinizing hormone releasing hormone 
(LHRH) の抗血清(これらの抗血清は各々の合成ペプタイドを兎にて免疫し，その特異性は radio-


























以上の如く SP陽性線維は毛様体・虹彩・角膜に 又 VIP陽性線維は毛様体・脈絡膜に豊富に認め






プタイドのぶどう膜・角膜内分布を免疫組織化学的に検討した結果 Substance P , vosoactive inteｭ
stinal peptide (VIP) が上記領域に豊富に含まれていることを明らかにしたものである。これによ
り SP ， VIPの眼内における機能解明に大きく寄与するものと考える。
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